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会員の活動報告
(1997年1月~1998年10月）
粟野広雅
• MoliereのLesprecieuses ridiculesとL'abbede Pureの Lapre cieuse 
ou le mystere des ruellesについて（『仏語仏文学』第25号， 1997年12月）
• Poulain de La Barreの Del'egalite des deux sexes (『両性平等論』）
について（関西大学仏文学会口頭発表， 1997年12月）
伊JI 徹
・『文部省認定実用フランス語技能検定3級.4級.5級 (1997年度）問題集』
[pp. 115~158] (駿河台出版社， 1998年5月）
• Formation et recyclage pedagogique —教員養成と再教育研修一（第37
回フランス語教育を考えるつどい一中村啓佑・西山教行・LouisBENOITの
諸氏と共同発表，於大阪国際交流センター， 1997年12月）
・ フランス文化と日本文化（平成9年度芦屋川カレッジ学友会講演会，芦屋市文化
振興財団事業部，於芦屋ルナ・ホール， 1998年2月）
伊地智均
• P. コルネイユの初期喜劇における恋愛の世界（関西大学「文学論集」第47巻第
1号， 1997年1月）
・ ラシーヌ劇における疎外 (alienation)について（『仏語仏文学』第25号,1997 
年12月）
近江康則
• Les Tresors du Musee Sankokan (14) (Bulletin trimestriel TENRIKYO 
1997年1月）
• Les Tresors de la Bibliotheque de Tenri (15) (Bulletin trimestriel 
TENRIKYO, 199碑 2月）
• Le mode subjonctif dans les propositions relatives (『天理大学学報』．
1998年2月）
・不定法の否定形における語順について（『外国語教育一理論と実践―-』．天理
大学語学教育センター， 1998年3月）
• Les Tresors du Musee Sankokan (15) (Bulletin trimestriel TENRIKYO, 
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1998年5月）
• Les Tresors de la Bibliotheque de Tenri (16) (Bulletin trimestriel 
TENRIKYO, 199碑 9月）
小方厚彦
・16世紀フランス語における過去分詞の一致について（関西大学『文学論集』第
47巻第3号,199節!o2月）
柏木治
・自伝のなかの革命（関西大学『文学論集』第47巻第1号， 1997年11月）
・『リュシアン・ルーヴェン』一ーその政治的欲望のゆくえ（『スタンダール研究会
会報』第8号， 199舷f:5月）
・書評一 C.W. Thompson, Lamiel Fille du Feu Essai sur Stendhal 
et l'Energie, L'Harmattan, 1997 (『スタンダール研究会会報』第8号，
1998年5月）
・『南仏紀行』に関するいくつかの覚書（関西大学『文学論集』第48巻第 1号，
1998年10月）
・『リュシアン・ルーヴェン』一その政治的欲望のゆくえ（第21回スタンダール
研究会口頭発表，於京都大学， 1998年3月）
・ フランス語教材の動向—テキストの比較から（関西大学一般教育等研究セン
ターロ頭発表， 1998年7月）
川神博弘
• J.-P. Sartreの『奇妙な戦争』について（関西大学仏文学会口頭発表， 1997年
12月）
北野文英
・ベルクソニスムの発展（関西大学仏文学会口頭発表， 1997年12月）
関谷一彦
• Le desir et la mort chez Sade a travers ses reuvres anonymes (Kwansei 
Gakuin University Humanities Reuiew, Vol. 2, 関西学院大学 199碑 3月）
• C. カストリアディス『人間の領域〈迷宮の岐路Il〉』（翻訳・共訳）（法政大学
出版局， 1998年9月）
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• 18世紀フランスにおける性の抑圧について（関西学院大学共同研究「言語と表
象」 □頭発表於皆生温泉， 1998年3月）
武本雅嗣
・英語からフランス語へのスルーバス（『山口大学新聞』 4月号， 1998年4月）
• The possessive dative (山口大学英語学研究会口頭発表， 1998年6月）
太治和子
• 18世紀フランス語における複々合時制について（『仏語仏文学』第25号， 1997
年12月）
・複合過去に代わって用いられる前未来（関西大学仏文学会口頭発表， 1997年12
月）
・複合過去に代わって用いられる前未来について（日本フランス語フランス文学
会春季大会口頭発表，1998年5月）
中所聖一
C. カストリアディス著『人間の領域〈迷宮の岐路1I〉』（翻訳・共訳）（法政大
学出版局， 1998年9月）
津川廣行
・ ヴァレリーとその「蘇生」（『人文研究』第49巻第9分冊，大阪市立大学文学部，
1997年12月）
内藤義博
・ルソーの音楽思想の形成（その一） （大阪千代田短期大学『紀要』第26号，
1997年12月）
・ルソーの音楽思想の現代性（『りべるたす』第1号，1998年1月）
・『女の歴史V20世紀1」（翻訳・共訳）（藤原書店， 1998年2月）
林秀治
• C. カストリアディス著『人間の領域〈迷宮の岐路1I〉』（翻訳・共訳）（法政大
学出版局， 1998年9月）
・Seraphftaにおける描写について （第45回関西バルザック研究会口頭発表，
1998年3月）
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平田重和
M.-G. Barrier著『アルベール・カミュの「異邦人」における物語技法』
（その2)(翻訳）（『周辺』第19号， 1997年1月）
• M.-G. Barrier著『アルベール・カミュの「異邦人」における物語技法』
（その3)(翻訳）（『周辺』第20号， 1998年5月）
本田忠雄
・教学レポート： LL教室におけるフランス語教育（関西大学『視聴覚教育』第
21号， 1998年3月）
・『中世プルターニュ妖精諏』（翻訳・共訳）（関西古フランス語研究会， 1998年7
月）
丸瀬康裕
・見者の手紙―≪Jesuis un autre.≫ の生成する場所（『関西フランス語フラ
ンス文学』第4号， 1998年3月）
・見者の手紙一≪Jesuis un autre.≫ の生成する場所（日本フランス語フラン
ス文学会関西支部大会口頭発表， 1997年1月）
・ ランボー「見者の手紙」について（関西大学仏文学会口頭発表， 1997年12月）
山田恵実
Balzacの作品における<Cesont des hommes ; C'est des hommes>に
ついて（関西大学仏文学会口頭発表， 1997年12月）
山村嘉己
・フランス詩の歴史（その 6 ルネサンスと16世紀）（関大生協『書評』 112号，
1998年4月）
和田ゆりえ
・『ジュタンプラス』（共著）（朝日出版社， 1998年4月）
後記
小方厚彦先生が本年3月末に定年退職されることになりました。先生
は昭和29年 (1954年）本学専任講師にご就任，その後助教授を経て，昭
和38年 (1963年）教授に昇進されました。来年3月で，ご着任以来，丸
45年の長きになります。その間，学部および大学院で，フランス語学の
講義・演習を担当され，学生，院生の教育に精魂を込めてつとめてこら
れました。ご専攻はフランス語学，特に16世紀フランス語の研究で，ラ
プレーの言語や当時の文法論に関して多くの研究論文を発表されていま
す。私達にとってはそれよりも，白水社の『新和仏中辞典』，『コンコル
ド和仏辞典」やヴァルトプルク『フランス語の進化と構造』の翻訳（共
訳）書で小方先生は夙に有名でありました。そしてご研究の集大成とし
て，関西大学出版部から，『16世紀フランスにおけるフランス語とフラン
ス語観一Ramusの研究』を出版されました。また先生は関西大学フラ
ンス語フランス文学会の会長職を長い間おつとめいただき，ほんとうに
わがフランス語フランス文学科の研究・教育の両面において欠くべから
ざる中心的存在であられました。さらに，教養部長，大学院文学研究科
長など本学の要戦も歴任されました。従って，ここに『仏語仏文学』の
ご定年退暁特別記念号を刊行して，先生の学恩に感謝の微意を表す次第
であります。
＊＊＊ 
本学会の1998年度研究発表会，総会および懇親会が， 12月12日（土）
午後 1時より千里山学舎100周年記念会館および新関西大学会館内のレス
トラン「BonPlat」で開催された。
研究発表会では3名の会員が下記の題目で研究の成果を発表された。
本年度は発表者が3名と少なかったが，そのため，発表，質疑応答の時間
には余裕があり，かえって実り豊かな会になった。発表題目と発表者の
氏名は次の通りである。
研究発表会（於100周年記念会館第一特別会議室）
1. プレシューズヘの批判 本学非常勤講師粟野広雅氏
2. 散文と詩のあいだーボードレール「タベの薄明」の三つの稿ー
本学非常勤講師丸瀬康裕氏
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3. 近代リアリズムをめぐって（続）
ー小場瀬 卓三『フランス・レアリスム研究序説』を読んで一
本学教授円尾健氏
総会は研究発表会終了後，同じ場所で開催，来年度の会長として小方
会長の後任として山村嘉己教授が推薦され，承認された。また会則の改
正，会計報告が原案通り承認された。
懇親会は午後5時より新関西大学会館内のレストラン「BonPlat」で
多数参加して開かれた。
学会の今後の充実，発展をめざして，会員諸氏の一層のご協力をお願
い申し上げます。
なお，特別記念号の編集には，伊藤誠宏，柏木治，伊地智均が当った。
（伊地智記）
関西大学フランス語フランス文学会々則
1. 本会は関西大学フランス語フランス文学会と称し，事務所を関西
大学文学部フランス語フランス文学科合同研究室に置く。
2. 本会はフランス語フランス文学に関する研究および発表と，これ
に関連する事業を行なうことを目的とする。
3. 本会は次の事業を行なう。
1. 機関誌「仏語仏文学」およびその他の出版物の刊行
2. 研究会・講演会の開催
3. その他本会の目的にかなう事業
4. 本会はその目的に賛同する次の会員をもって構成する。
1. 関西大学文学部フランス語フランス文学科専任教員
2. 関西大学大学院文学研究科フランス文学専攻学生，およびその
卒業生
3. 関西大学文学部フランス語フランス文学科学生，およびその卒
業生（旧学科名称関西大学文学部フランス文学科の学生，およ
びその卒業生を含む）
5. 本会の目的を達成するため会費を納入する。
6. 本会に次の役員を置く。その任期は1年とし，重任を妨げない。
1. 会長 1 名
2. 委員 若干名
a. 企画委員
b. 編集委員
C. 庶務・会計委員
会長と委員によって委員会を構成し本会の実務の運用に当り会長
はこれを統括する。
7. 会員は機関誌「仏語仏文学」等の配布をうけ，その他本会の行
なう事業に参加することができる。
8. 本会の重要事項は総会の議決による。
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